
船舶事故等調査報告書 

平成２３年４月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０神第２５５号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２２年９月５日 ０３時１５分ごろ 

発生場所 兵庫県香美町
かみちょう

沖 香住港城山灯台から真方位３５４°２１.６海里付近 

（概位 北緯３６°００.４′ 東経１３４°３４.８′） 

事故等調査の経過  平成２２年１２月１４日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事

務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 漁船 千
ち

鳥
どり

丸、７７トン 

   １２７２７５、個人所有 

Ｂ 漁船 豊津
とよつ

丸、４０トン 

   １２５３５７、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、五級海技士（航海） 

Ａ 甲板員Ａ、五級海技士（航海） 

Ｂ 船長Ｂ、五級海技士（航海） 

Ｂ 機関長Ｂ、五級海技士（航海） 

 死傷者等 Ａ なし 

Ｂ なし 

 損傷 Ａ 左舷船首ブルワーク凹損 

Ｂ 船首受車などの損傷 

 事故等の経過  Ａ船は、船長ほか８人が乗り組み、香美町沖において南南東進中、Ｂ船

は、船長ほか６人が乗り組み、船首を西北西に向けて底びき網を揚網中、

平成２２年９月５日０３時１５分ごろ、Ａ船の左舷船首とＢ船の船首とが

衝突した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西北西、風力 ３、視界 良好 

海象：海上 平穏、波高 約５０ｃｍ～約１ｍ 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

 Ａ船は、香美町沖を南南東進中、甲板員Ａが、適

切な見張りを行っていなかったことから、Ｂ船に気

付かずに航行し、Ｂ船と衝突したものと考えられ

る。 

 Ｂ船は、香美町沖において、揚網中、機関長Ｂが、

適切な見張りを行っていなかったため、接近するＡ

船に気付かずに揚網を続け、Ａ船と衝突したものと

考えられる。 

原因  本事故は、夜間、香美町沖において、Ａ船が南南東進中、Ｂ船が揚網中、

両船が適切な見張りを行っていなかったため、両船が衝突したことにより

発生したものと考えられる。 



 




